
令和3年 市成人式

新発田駅前にモニュメント設置

一度しかない大切な人生の節目
平成31年3月以来の式典に笑顔咲く

学生手作りの「想いを刻む壁」
「映

ば

える」撮影スポットで笑顔広がる

広報しばた　　令和3年 12月 1日 ⑩

　カラフルな風船や世界地図が描かれた「壁」が新発田駅前
に突如出現しました。これは、新潟職業能力開発短期大学校
の学生が、通行人に足を止めて楽しんでもらい、駅前のにぎ
わいにつなげようと卒業制作の一環で計画したもの。週末
には多くの人が立ち寄り、想いを書き込んだり、撮影をした
りして、学生が心を込めて作った「壁」を楽しんでいました。
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　今年3月から延期されていた成人式が行われ、華やかな衣
装で着飾った新成人たちが再会を喜びました。新成人代表と
して「今までお世話になったふるさとに、恩返しができるよ
うな成人になります」と誓う、小林夏

か の

乃さんと青木理奈さん。
式典では新発田中央高校吹奏楽部のドリル演奏や、しばたパ
フォーミングキッズのダンスもお祝いに華を添えました。
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新発田牛
うし

と新発田の日本酒を味わう会

新発田の風土が育む特産品
二つの出会いが生み出す至福の味覚

広報しばた　　令和3年 12月 1日⑪

11
22

　同校では、毎年、１年生の授業の一環として地域の各分野
で活躍する人を招き「地域の俊

しゅんけつ

傑講演会」を開催していま
す。今回、10分野の中から「国際」を選択した生徒たちは、市
職員と地域おこし協力隊の「多文化共生コーディネーター」か
ら、市の多文化共生への取組の現状を学び、外国から来た人
が直面する問題と、それを解消するための取組について考え
ました。生徒たちからは、互いの文化を理解したり交流を深
めたりするために「市内を観光案内する」「郷土料理をいっ
しょに作る」などのアイデアが提案されました。

　地域おこし協力隊「多文化共生コーディネーター」として活動している坂田佑
ゆ う き

貴で
す。今回の講演をきっかけに、生徒一人一人が、多文化共生や地域の人との関わりに
ついて改めて考えてくれたらうれしいです。今後も、新発田市が国籍や民族に関わら
ず住みよい街になるように、そして、住民同士がいい関係を築けるように、イベントの
企画・運営や外国人向けの情報発信などに取り組んでいきます。

　市内飲食店や月岡温泉で12月19日㊐まで実施中の「新
発田牛と日本酒のマリアージュキャンペーン」PRイベントが
開催されました。試食に先立ち行われた、和牛生産者や各蔵
元、月岡温泉の女将による対談では、牛肉と日本酒の相性の
良さやオススメの食べ方が披露され、参加者は料理と日本
酒の組み合わせを試しながら、味わいを堪能していました。

新発田高校

多文化共生への理解
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